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東北ダンプ支部第３回定期大会 
 

と  き １０月２６日（土）午後１時～５時   
終了後団結懇親会を行い宿泊し、翌朝解散 

 ところ 福島県会津東山温泉「東山グランドホテル」 

 

集合は１２時３０分。代議員数はつぎのとおりです。

（組合員数による） 

 

青森 １、岩手 ６、秋田 ３、福島 １６  合計２６ 

 

 

８月３１日～９月２日の３日間、群馬県で建交労第２６回定期大会が開かれました。台

風接近の中での開催となりましたが、傍聴者をふくめ１３０数名が参加しました。（これ

以外に委任状が３０数名）公共交通機関が使えない西日本の代議員は、車での参加が

多く見られました。 

東北ダンプ支部からは代議員として半澤執行委員、全国ダンプ部会の特別代議員と

して渕柳執行委員長、東北各県の特別代議員として青森からは髙橋執行委員、秋田か

らは田中書記次長が参加。また中央本部の役員として、森谷副執行委員長、昆書記長

が参加しました。 

大会の討論では、東北ダンプ支部の３人（渕柳、田中、半澤）が使用促進、地方労働

委員会、組織拡大などについて発言しました。機関紙コンクールでは「東北ダンプ」が努

力賞をいただきました。以下は審査委員の講評です。「現場状況とたたかいの様子がよ

くわかる紙面です。株主総会のレポートはなかなか迫力があり、読ませます」 

また写真コンクールでは、初めて応募した秋田分会の伊藤玲子さんの写真が優秀賞

に輝きました。本人の喜びの声です。「現在、1 歳９か月の柴犬です。招福万来の願いを

込めて名前は『福』と命名。ご近所からいただいたバラをテーブルに置いたら、香りに誘

われたのかすぐに寄ってきたので、シャッターを押しました。とてもうれしいです」 

大会は、提案された方針・予算など満場一致で採択しました。中央本部の役員には、

東北ダンプ支部から森谷副執行委員長、昆書記長がそれぞれ副執行委員長、執行委

員に再任されました。（任期は２年） 

新しく選出された建交労中央本部の４役は以下のとおりです。（敬称略） 

執行委員長    足立 浩（ゆたか）  関西合同支部・新任 

副執行委員長  川路 潔        九州支部・新任 

副執行委員長   森谷 稔             東北ダンプ支部・再任 

書記長       廣瀬 肇          東京・中部一般支部・再任 

書記次長     鈴木正明        大阪・此花支部・再任 

書記次長      福富保名（やすな）  東京・中部一般支部・再任 

渕柳執行委員長 

田中書記次長 半澤執行委員 



 

 

 

 

宮城県労働委員会の第４回調査は、 

１０月１７日（木）１３時３０分～ 
…団体交渉拒否不当労働行為救済申立事件… 

  

東北サンド(株)は、砂の運搬業務のすべてを営業の青

ナンバーダンプに切り替えるので、自家用の白ナンバーダ

ンプである当組合所属の遠藤氏を実質解雇してきた。組

合の度重なる団体交渉の申し入れ（要求内容は、遠藤氏

の解雇撤回と今後も継続して使用すること）に対して、東

北サンド(株)は、労働組合法第７条でいう使用者にあたら

ないとして団体交渉に応じていない。これは不当労働行為

だとして本年２月２７日、労働委員会に不当労働行為の救

済申し立てを行って、今まで３回の調査が行われた。 
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時の的-１ 

夏の甲子園に 

ハングルの校歌が流れて 
 

飯田 光徳 

社会福祉法人「野の花福祉会」 

 

 夏の甲子園と言えば、伝統ある高校野球大会。今年は韓国でも注目度が高かったとい

う。優勝した京都国際高校は、前身が韓国系民族学校だったからだ。試合終了後、選手

たちはグラウンドでハングルの校歌を歌った。実はこの校歌をめぐり日本のネットに嫌韓

の書き込みが多数あった。「韓国語の校歌気分が悪い」「校歌に東海？韓国大会に行け」

など。 

 当該校主将の藤本選手は、同校や校歌への批判や様々な声に対し「世の中には様々な

考えがある」とし「（校歌が）批判されることも仕方ないと思っている」と答えた。このような

ことを 10 代に言わせてしまうような日本社会って何なのか。 

 在日コリアン人が同胞の民族教育のため、お金を拠出し１９４７年に「京都朝鮮中学」を

設立した。２００３年、運営難に陥り事実上「韓日連合学校」に転換。日本の学校教育法第

１条の認可を受け、校名も「京都国際中学高等学校」へ。日本人生徒も受け入れた。韓国

と日本の教育当局から支援を受けて、両政府が認める国際学校である。 

 戦後、在日コリアンの２００万人以上が日本国籍をはく奪された。何の補償もなく、朝鮮

半島への帰国、または残留を迫られた。自らの教育権もＧＨＱと日本政府により侵害さ

れ、過酷な中で民族教育を続けたのだ。 

 隣人を謗るより、ひたむきに韓国と日本の教育に尽力してきた先人、そしてこの夏、白

球を追い続け優勝旗を手にした球児への配慮こそ必要だったのではないか。主催の朝

日新聞や高野連、そして文科省の事前の取り組みも大きな課題を残したといえる。 

 

時の的-２ 

裏金問題隠しの自民に審判を 
 

 自民党の総裁選挙のテレビ報道が騒がしい。「猫だまし」感満

載の岸田首相の「立候補しない」発言で混沌とした状況だ。候補

者の乱立状況ばかりクローズアップされる。そもそも今自民党

政治に突き付けられている課題は｢政治とカネ」。いっこうにスキ

ッとしない。なくなったはずの派閥の力関係が当然のようにいわ

れ、違和感は増大。 

 もともと、岸田氏が打ち上げた派閥の解散、それ自身、裏金問

題の本質をずらすためだった。多くの人は派閥が悪いかのよう

な感覚に陥る。派閥は金集めのツールに過ぎないのだが…。 

 これまでも自民党は何度も派閥解消を宣言している。１９９０年

代、野党転落で人気回復を狙った窮余の策として派閥解消を

…。さらに遡れば１９８０年代、リクルート事件の対応として派閥

解消が叫ばれた。しかし、派閥は脈々と引き継がれ、ここ半世

紀、離合集散しつつ途切れることなく、現在の６派閥に続く。 

 こう見ると派閥解消は問題の本質を覆い隠すための自民党の

常套手段か。 

 裏金はないから麻生派は存続、と言ってきたが、裏金の存在が

判明した。裏金ではっきりしていることは、堂々と人には言えな

いお金をもらい、貯めこみ、その使い道さえ言えず、コソコソと使

っている、そんな自民党議員たちが存在しているということ。や

はり一票一揆で成敗するしかない。 

 


